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高齢化社会に対応した廃棄物処理システム構築の取り組みを開始

和歌山県橋本市（以下、橋本市）とパナソニック株式会社（以下、パナソニック）は、橋本市が抱えるごみ処理課題の解決を通じたさらなる地

域活性化および市民サービスの向上に向けて相互に連携・協力していくことで合意し、連携協定を締結しました。これに基づき、両者は共同

で高齢化社会に対応した廃棄物処理システム構築の実証実験を行います。

日本の一般ごみの総排出量は4,274万トン（東京ドーム約115杯分）※1で、平成24年度以降微減傾向にあります。しかし、ごみ処理にかかる

年間費用は約2兆円と増加しており、地方公共団体の大きな負担になっています。加えて、高齢者のみの世帯が増加するにつれて、家庭から

のごみ出しに課題を抱える事例も増加しており、一部の地方公共団体では高齢者のごみ出し支援（ 「ふれあい収集」等）が開始されていま

す。この傾向は今後数十年にわたり続くものと見込まれており、高齢化社会に対応した廃棄物処理システム構築の必要性が高まっていま

す。※2

今回、橋本市とパナソニックが共同で行う実証実験は、無線でインターネットにつながる「スマートごみ箱」を新たに開発し、橋本市在住の高

齢者世帯に設置して行います。ごみ箱にたまったごみの量を内蔵センサーで検知してデータ化、クラウド上に蓄積したデータを活用して高齢

者のごみ出し支援の効率化に関する課題や効果の検証、プライバシーに配慮した見守りサービスの検討を行います。なお、 「スマートごみ

箱」には、パナソニック独自のクリーンテクノロジー「ナノイー X」※3発生装置も取り付ける予定です。

橋本市は、15年以上前から「生ごみ堆肥化・減量化運動」を推進し、ごみの減量に取り組むことでごみ処理にかかる経費を抑えるとともに、

高齢者や障がいのある方、紙おむつ利用世帯を対象とした「ごみの福祉収集」を実施するなど、福祉の充実を図っています。

パナソニックは、これまでも「家庭用生ごみ処理機」を通じて、家庭から出る生ごみの減量や堆肥化によるかんたん快適なエコ生活を提案して

きました。また、さまざまな製品に「ナノイー X」を搭載し、除菌や脱臭など暮らしにおける空気環境改善を提案しています。

橋本市が提供するさまざまな公共サービスと、パナソニックが今まで培ってきた暮らしをさらに便利に快適にする技術力を連携させ、包摂的

かつ持続可能な「住み続けられるまちづくり」を目指していきます。

■実証実験の検証内容

・ごみ収集頻度の削減量把握ならびにごみ処理費用とCO2放出量の削減効果

・ごみの収集頻度を下げるために必要とされる機能や課題

・家電による高齢者世帯の見守りに必要とされる機能や課題
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なお、ソリューションの具体的な仕様やスケジュール、実行計画については、今後協議の上決定します。

■スマートごみ箱を使った実証実験のイメージ図

■役割分担

【橋本市】

・協力者（高齢者世帯）の募集や事前説明などの実証実験準備

・「ごみの福祉収集」における実証実験の実施、運営（協力者宅からのごみ収集、収集日時の連絡など）

【パナソニック】

・スマートごみ箱の開発／提供

・IoTプラットフォームの構築およびデータ管理

・スマートごみ箱を活用した住民サービスの提案

※1環境省「令和元年度における全国の一般廃棄物（ごみ及びし尿）の排出及び処理状況等の調査結果」 （令和3年3月30日）
https://www.env.go.jp/press/109290.html

※2環境省「高齢者のごみ出し支援制度導入の手引き」 （令和3年3月発行）
https://www.env.go.jp/recycle/post_50.html

※3 「ナノイー X」は、空気中の水分に高電圧を加えることで生成されるナノサイズの微粒子イオンで、さまざまな物質に作用しやすいOHラジ
カル（高反応成分）を含んでいます。
https://panasonic.jp/nanoe/

以上

プレスリリースの内容は発表時のものです。
商品の販売終了や、組織の変更等により、最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。
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